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戸塚中にボランティアに行って








































































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第28号 (2009年 3月31日)
学校ボランティ77を経寮して
人側科学科 2年 寺濯管育英
戸塚中学校にボランティアとして行くよう
になってから一ケ月たった｡学校ボランティ
アをやって本当によかったと思う｡初日に全
校朝会でみんなの前で挨拶をしてからあっと
いう間に一ケ月がたった｡毎週月 ･木曜日の
二回､行く度に生徒や教職員の方 と触れ合う
ことができ､とても楽しい｡それと同時にい
ろいろなことを考えさせられる｡毎回活動 日
誌を書きながら､振り返っている.
五月は特に保健室登校の生徒､個別支援学
級の生徒たちと関わる時間が多かった｡はじ
めはどう接 したらいいかなど､不安な気持ち
が大きかったけれど､今ではたくさん話せる
ようになったO最初は､自分からいろんなこ
とを話して自分を知ってもらうことが大切だ
と思う｡生徒の方からもたくさん話 しかけて
もらえるようになってとても嬉しい｡勉強を
教えることも多いけれど､どうやったらもっ
とわかりやすく伝わるかなど､いつも考えさ
せられる｡自分では理解していることでも､
それを教えるということは難 しい｡私自身も
もっと勉強 しなければいけない｡生徒たち
は､自分と向き合って頑張っているなと思う
し､いろんなことで悩んでいると思う｡話し
ているとそう感 じる｡生徒のいろんな部分に
気づいてあげて､私にできることをやってい
きたい｡
学校では､教職員の方やスクールカウンセ
ラーの方からも学ぶことがたくさんある｡生
徒-の接し方や勉強の教え方を実際に目で見
ることができ､生徒のことや学校のことを話
してくれる｡以前校長先生から不登校の生徒
についての話を聞いた｡全国で不登校の生徒
はだいたいクラスに一人いるくらいの人数
で､戸塚中学校もそのくらいの生徒が不登校
だということを知った｡この不登校について
は､これからもっといろんな角度から考えて
いきたい｡
大学,の授業だけではなく､実際に学校とい
う場所に自分が入っていくことでいろんなこ
とに気づくことができる｡毎回新しい発見
やできごとがあり､自分にとってとてもい
い経験になっている｡会ったときの挨拶や
寺薄先生と呼ばれること､また勉強を教え
てほしいと言われた時はとても嬉 しかっ
た｡私には､まだ知らないことや気づいて
いないことがたくさんあると思う｡またこ
れから授業や部活動､行事など新しい体験
もさせてもらうO私がいつも学校に行くこ
とが楽しみであるように､誰にとっても学
校が楽しい場所になるといいなと思う｡こ
れからも､生徒や教職員の方々からいろん
なことを学んで､自分の中に吸収し成長し
ていきたい｡
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学校ボランティア
～ストL//ジャーからATへ～
200b年卒業 小野専任輔
私は昨年度3月から週1回ほど､英語科のA
Tとして栗田谷中学校にお世話になっていま
す｡
ATとしての活動は､授業参観が主なもの
ですが､初めて参観するクラスでは､自己紹
介を兼ねた英語スピーチをする機会をいただ
けます｡たったそれだけのことかもしれませ
んが､それぞれの学年の既習事項を踏まえた
上で自分を知ってもらうことは､想像以上に
難しいものです｡私の場合そこに生来の人見
知りが加わるため､大変困難な作業となりま
す｡また､スピーチに対する生徒の反応はと
ても素直なもので､生徒の興味 ･関心を引く
内容でなければ質問をしてもらえません｡1
分足らずのスピーチですが､英語教師として
の自分の力量を十分に測ることができるもの
だと思います｡
最近では､英語の授業だけでなく ｢国際ク
ラス｣の授業にも参加させていただいていま
すoこのクラスは日本語を母国語としない生
徒を対象に開かれており､タイ人と中国人の
生徒数名が学んでいます｡ここでは少人数ク
ラスということに加え､生徒たちの底抜けの
明るさが活発で楽しい雰囲気を作り､先生は
その中で丁寧かつテンポの良い授業を展開し
ていきます.また､先生方は日本語指導のみ
ならず､生徒の母国の文化に精通し日本との
比較を通して理解を促すなど､様々な視点か
らの指導をされています｡国際化に伴い､こ
れからの学校現場では外国人生徒-の日本語
教育は必須のことになると思うので､国際ク
ラスに参加できることは非常に貴重な経験だ
と考えています｡
これまで10数回ほどの経験から感じたこと
は､生徒との距離を縮めることの難しさで
す｡最近まで､なかなか自分から話しかける
ことができず生徒とコミュニケーションを取
ることができませんでした｡それどころか､
生徒たちから話しかけられることを待ってい
るような状況で､当然そのような姿勢では､
良い関係を築けるはずがありません｡すれ違
いざまに ｢誰あの人?｣といった声が聞こえ
ることもしばしばでした｡生徒たちからして
みれば､首から提げている名札を見るまで
は､私は完全なストレンジャーなのです｡
そんな状況を打開すべく､最近では授業参
観中の机間巡視等でできる限り声を掛け､私
という人間を知ってもらうことを心がけてい
ます｡まだまだ生徒との会話は少ないです
が､地道に続けていきたいと思います｡ま
ず､当面の目標は全員に自分の存在を認識し
てもらうことDそして徐々に信頼関係を築い
ていければいいと思います｡
正直なところ､もう少しスムーズに生徒と
仲良くなれると考えていましたが､自分の甘
さを思い知らされました｡同時に､人間関係
形成という､教師の根幹を成すべき資質が自
分に不足していることにも気付かされまし
た｡
こういった貴重な体験をさせていただける
ことに感謝し､これからも活動を通して生ま
れた課題は活動を通して一つずつクリアして
いきたいと思っていますO
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